


 

 環境科学科一年生 ラボツアーに行ってきました！  
10 月 27 日（金）に環境科学科一年生は、京都大学施設見学と大阪大学施設見学で希

望のコースに分かれ、ラボツアーに 1日行って参りました。阪大見学希望者 39 名は、

研究の中心施設である吹田キャンパスのタンパク質研究所と産業科学研究所を見学し

ました。タンパク質研究所では高性能 NMR によるタンパク質の構造解析施設、クライ

オ電子顕微鏡、魚類の遺伝子改変について説明を受けました。産業科学研究所ではナ

ノ機能材料デバイス、ナノテクノロジー設備供用拠点、量子ビーム科学研究施設、総

合解析センターにわかれ、見学や簡単な実習を行いました。その後、阪大に在籍して

いる向陽高校ＯＢ生と交流会を持ち、大阪大学における学生生活の紹介や進路の相談

を行ってもらいました。京大見学希望者は午前中、京大の生徒が受講する理学部の講

義を体験しました。15 分ずつでしたが、「解析学」「素粒子物理」「物理実験」「地

球物理学概論」「地質調査・分析法」「有機化学」「物理化学」「分子遺伝学」の講

義を実際に受け、京大生を体験することが出来ました。午後からは再生医科学研究所

に移動し、施設見学を行いました。再生医療の最先端の基礎研究について触れること

で今後注目されている iPS 細胞を応用した医療について理解を深めることが出来まし

た。以下生徒の感想「大学に行きたいと思えるようになった」「学ぶ楽しさを知るこ

とが出来た」「私が行きたいところはここだと思った」「今まで謎に包まれていた大学の様子がわかってきた」 

ダートフォードグラマーハイスクール留学生との交流 
１０月２４日(火)に環境科学科一年生がダートフォード留学生に対して環境ポスタ

ー発表を行いました。ポスターの説明は 5 名程度でグループを作り、留学生と交流しま

した。普段授業で勉強している英語ですが、実際に英国留学生に話すのは大変そうで、

身振り手振りを入れながら、皆さん一生懸命説明していました。後半は、ALT のジョン

先生も入って、クラス全体でクイズ大会を英語で行ったりと、有意義な時間にすること

が出来ました。生徒ははじめ恥ずかしそうでしたが、時間が経つにつれ笑顔で、留学生

と会話を交わしていました。 

  

SS 探究科学Ⅱ課題研究中間発表会を行いました。 
10 月 24 日、31 日、11 月 6日の三日間で SS 探究科学Ⅱにおいて行った課題研

究の中間発表を行いました。研究テーマは全部で 19 テーマで熱心な発表と活発

な議論が行われました。また、外部から和歌山県立自然史博物館の平嶋健太郎学

芸員や紀ノ川農協の が来校され、課題研究についての講評をしていただきまし

た。以下、研究テーマです。和算、正方形詰め込み問題、電車の車内広告を活用

した観光客誘致の提案、合同数、Measure the Earth、集中力を高める作業環境

に関する研究、ごみの「ポイ捨て」の実態と対策に関する研究、醤油粕の活用法

の検討、シロツメクサにおける四葉の発生条件について、肥料の成分の違いでみ

るラディッシュへの影響、旨味成分の抽出実験、アイスクリームを溶けにくくするための増粘安定剤の作成、線香花火下から見る

か？横から見るか？、身近な植物から日焼け止めを作ろう、和歌山県産みかんを用いた高性能セッケンの開発、後入りがお先に失

礼現象の発現条件について、缶サット甲子園 2017、紙飛行機の飛距離について 以上 


